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日本ＮＧＯ連携無償資金協力国際協力重点課題事業概要（第２年次・第３年次） 

 

記入上の注意：平成２５年度以前に、１２ヶ月を超える国際協力重点課題事業として承認を受けた

案件については、第２年次以降の契約に先立ち、予算関係書類とともに本資料を提出下さい。基本

的に提出済の申請書に基づき作成していただきますが、今次事業期間に係る事業内容や予算に変更

がある場合、変更点が分かるように記載下さい。また、グレーの字で書かれている留意事項は削除

の上、本資料は３枚以内を目処に作成して下さい。ただし、事業によっては１～２枚増えても差し

支えありません。 

 

（ここでページを区切ってください） 

１．案件名 提出済みの申請書の案件名を記載の上、末尾に（第○年次（或いは第○期）

等を付記下さい。 

 

２．団体名  

３．事業地 申請書記載の事業地を、国名から記載して下さい。 

事業地が各期毎に変わる場合、今次事業期間の事業地を記載して下さい。 

４．事業期間 （全体）２０●●年●●月～２０●●年●●月（例：３６ヶ月間） 

（今次）２０●●年●●月～２０●●年●●月（例：１２ヶ月間） 

５．事業費 総事業費：      円（Ｎ連申請額：      円） 

今次事業期間の所要額を記載して下さい。 



様式１－２ 

- 55 - 

 

６．事業内容 提出済みの申請書の記載内容に基づき、今次期間の事業内容を簡潔かつ分か

り易く記述して下さい。諸事情により事業内容を変更する必要がある場合に

は、理由を付して○○から○○に変更となったことが分かるように説明して

下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．これまでの成果、

課題・問題点、対応策

など 

以下①～③について簡潔かつ分かり易く説明して下さい。 

①これまでの事業における成果（実施した事業内容とその具体的成果） 

②これまでの事業を通じての課題・問題点 

③上記②に対する今後の対応策 
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      作成日：２０●●年  月  日 

団体代表者 理事長（もしくは会長他） 氏名 （印）  

 

８．期待される成果と

成果を測る指標 

今次事業により達成される具体的目標（成果）と何をもって目標が達成され

たとするか（成果を測る指標）、およびその指標の確認方法を活動内容毎に

記載して下さい。 


